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主 催　新潟県歯科衛生士会
日 時　令和７年１月26日㈰　13時00分～16時30分
会 場　Web研修（Zoom使用）
講師・演題・内容
・講演１　「能登半島地震災害歯科保健活動報告」
講師：�一般社団法人奈良県歯科衛生士会�

武田　好美 氏
・講演２　「能登半島地震災害歯科保健活動報告」
講師：�一般社団法人石川県歯科衛生士会�

石森　美穂 氏
・講演３　�令和６年能登半島地震  �

「災害歯科活動の本質を問う　～医療と生
活へのかかわり方～」

講師：公立能登総合病院歯科口腔外科 部長
金沢大学大学院医薬保健学総合研究科外科系
医学領域 顎顔面口腔外科学分野 非常勤講師 
歯科医師　長谷　剛志 先生

・三県合同ディスカッション
参加者数　新潟県27名（奈良県 参集33名・石川県 参

集20名 Web12名・県外６名）

● 三県合同災害歯科保健研修会（奈良県・石川県・新潟県） ●
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令和６年度オーラルフレイル予防研修会（第２回）

主 催　新潟県歯科衛生士会
日 時　令和７年２月２日㈰　14時00分～15時30分
会 場　Web研修（Zoom使用）
講 師　日本歯科大学新潟病院訪問口腔ケア科  　

白野　美和 先生
演 題　臨床における口腔機能低下症への対応
内 容
・オーラルフレイルに関する３学会合同ステートメン
トよりオーラルフレイルの概念・定義について（オー
ラルフレイルの概念図説明）

・口腔機能低下症への対応～全体像～
・口腔機能低下症への対応～それぞれの下位症状につ
いて～

・症例から：口腔機能低下症・口の機能の障害
参加者数　会員　37名
感 想
オーラルフレイルに関する３学会合同ステートメン

トの概念図で示されているようにオーラルフレイルの
チェック項目（OF-5）の中で滑舌低下の質問項目オー
ラルデアドコキネシス測定（6.0回／秒以上が非該当）

感 想
令和６年１月に発生したの能登半島地震の際、新潟

県からはJDATの出務がなかったことから、災害歯科
保健活動についてお話を聞きたいとの意見が出され、
被災県の石川県といち早く支援活動を実施した奈良県
に声がけを行い、今回の研修会が実現した。
講師の歯科衛生士からは具体的な支援活動の内容が

紹介され、長谷先生は極度の危機的ストレスと長期に
及んだ断水の影響で口腔内の様々な変化についてのお
話があった。ストレスから口腔乾燥症（口渇）や口内
炎、舌痛症、顎関節症を主訴とする患者が増加した一
方、節水を意識することで、生活水として口腔ケアに
使用する順位が低下し、さらに免疫力の低下や低栄養

が重複することで誤嚥性肺炎の発症が例年の３倍に
なったとのことであった。
視聴した地域保健（災害支援・地域活動班）委員は、

被災者に寄り添う指導、多職種連携の必要性を理解し
た。また災害時、水が不足することで生じる悪循環は
想像していたよりも過酷な状況だと感じた。口腔内の
清掃不良、栄養の偏り、薬の摂取が困難などにより、
心身の状態が悪化することがよくわかった。などの意
見が出た。今回の研修会は、県を超えて会員同士の連
携にも繋がりとても良かったと思う。平時からの備え
をしておくことの重要性を改めて考え、今後も学びの
機会を増やしていきたいと思う。

報告者　理事　船岡　陽子

からも特に舌の筋力低下が全身の衰えの始まりといわ
れている。オーラルフレイルを歯科関係者のみならず
全国民に啓発していかなければならないと感じた。特
に40代、50代の働き盛り世代への啓発は特に重要と考
える。定期受診等で歯科医院や病院受診時にそのよう
な些細な衰えについての知識を啓発することができる
のではないか？ 歯科衛生士の気づき、役割は大きい。
今回講義の中で口腔機能低下症への対応としての検査
方法や訓練方法などそして症例からも具体的なお話を
お聞きすることができ大変参考になりました。

報告者　理事　船岡　陽子
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主 催　上越ブロック
日 時　令和６年12月15日㈰　９時00分～12時00分
会 場　上越市市民プラザ　第４会議室
講 師　①�新潟県上越地域振興局健康福祉環境部医

薬予防課 歯科衛生士　室　美南 先生
②�上越市障がい者歯科センター 歯科衛生士　
伊藤　明子 先生

演 題　①�『新潟県におけるフッ化物洗口の取組』�
～県行政としての取組経緯と成果～
②『障がい者歯科における歯科衛生士の役割』

内 容
・講演①『新潟県におけるフッ化物洗口の取組』
・講演②『障がい者歯科における歯科衛生士の役割』
質疑応答・総評

・オリエンテーション、茶話会
参加者数　26名
感 想
今年度頸南班が担当し、会員２名を講師に迎え研修

会が開催されました。初めに室美南歯科衛生士から、
フッ化物洗口は、全国に先駆け昭和45年から始まり、

上越ブロック　令和６年度研修会及びオリエンテーション茶話会

主 催　新潟県歯科衛生士会
日 時　令和７年３月23日㈰　13時30分～15時30分
会 場　新潟県歯科医師会館　ハイブリッド開催
講 師　新潟大学大学院医歯学総合病院患者総合サ

ポートセンター 准教授　新美　奏恵 先生
演 題　「臨床で役立つ口腔粘膜疾患の知識―いつ

もと違う、に早く気付くために―」
内 容
・口腔粘膜の特徴、機能について
・口腔粘膜疾患の分類、特徴について
・どこを診るか？ どこに気を付けるか？
参加者数　51名
感 想
令和６年度 第３回研修会は、ハイブリッド形式で開

催され、県外からも多くの方が参加されました。本研
修会では、新美奏恵先生に「臨床で役立つ口腔粘膜疾
患の知識」について、大変わかりやすくご講演いただ

きました。
多くの画像を比較することで、非常に似た病態の疾

患が存在し、分類の難しさを実感しました。しかし、
色調の変化、水疱・びらん・潰瘍の状態、疼痛の有無、
さらには全身状態の変化に着目し、変化に気づくこと
が重要であると学びました。特に、「アフタといって
も、何か全身疾患につながっていないだろうか？」と
常に意識を向けることが大切であるとのお話が印象的
でした。
また、歯科領域の疾患に限らず、全身状態が関連す

る病態も多いことから、今後ますます医歯薬連携の重
要性が増していくとのことでした。講演後には、多く
の質問が寄せられ、活発な意見交換が行われました。
明日からの臨床にすぐに活かせる、大変貴重なご講演
となりました。

報告者　学術委員　塚田　しげみ

令和６年度（一社）新潟県歯科衛生士会　第３回研修会
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主 催　佐渡ブロック
日 時　令和７年１月26日㈰　10時00分～12時00分
会 場　アミューズメント佐渡　文弥人形室A
内 容
・自己紹介
・オリエンテーション
・活動報告会
感 想
今回初めてブロック会に参加させていただきました。
オリエンテーションでは、まず歯科衛生士会がどの

ような団体であるか、また、入会するメリットについ
て改めてご説明いただきました。
活動報告では、乳児健診や保育園での歯科保健指導

今では定着し12歳児の虫歯数は全国最少を維持してお
り成果が見られている。中でも上越保健所管内の各施
設における歯科保健活動は、県の平均を上回る数字と
いうことで、行政と歯科関係者の連携と協力がある地
域だと改めて分かりました。
次に伊藤明子歯科衛生士から、上越障がい者歯科セ

ンターで勤務され、ご自身の経験談などまじえ、障害
が歯周病や虫歯の原因ではないこと、それぞれ障害に
より歯・歯列・顎骨や筋機能に特徴があり、治療を進
めるのにも本人が理解しやすいトレーニング方法や説
明の仕方など、一般歯科とは違う治療の進め方、その
方に合った治療が求められていた。2020年にセンター
が開設され、日々治療に当たられている姿を知ること
ができました。
研修会後のオリエンテーションと茶話会では、新し

い仲間が２名加わり、会の活動等説明を聞きました。
地元の銘菓を堪能しながら、情報交換が行なわれ有意
義な時間を過ごすことができました。
報告者　上越ブロック　研修会担当　河原　千秋

佐渡ブロック　令和６年度オリエンテーション及び活動報告会
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主 催　新潟県歯科衛生士会　新潟ブロック
日 時　令和７年１月26日㈰　10時00分～12時15分
会 場　ハイブリッド開催（新潟県歯科医師会館大

会議室とWeb開催）
講 師　長岡デンタルコミュニケーション 代表�

永田 和裕 先生
演 題　「歯科衛生士に必要とされる、歯ぎしり・食

いしばりの管理」
内 容
・過剰な力による、頭頚部・咀嚼系の障害とは？
・過剰な力の生じるメカニズムとその診断

・ブラキシズムコントロールを目的とした、生活指導・
習癖指導の実際

・スプリントと咬合管理は必要？
参加者数　43名
感 想
近年、ブラキシズム（歯ぎしりや食いしばり）が原

因で起こるお口のトラブルが非常に多いと言われてお
り、その中で歯科衛生士として求められる知識を学ぶ
ため、今回の研修会を企画した。
講師の永田先生は、顎関節のスペシャリストであり、

長年の臨床経験もふまえ、ブラキシズムによる様々な

新潟ブロック　令和６年度研修会

など、各活動を担当されている方々から現状について
報告があり、健診に必要な物品や書類を実際に見せて
いただきました。
乳児健診につきましては、過去に何度か先輩が担当

されているのを拝見させていただいたことがあります
が、今後は、私一人でも担当できるよう、さらに経験
を積んでいきたいと思います。
今回のブロック会への参加を通じて、歯科衛生士会

活動の理解が深まり、今後の自分の役割についても考
える良い機会となりました。先輩方のご指導を仰ぎな
がら、一つひとつの経験を大切にし、地域の歯科保健
活動に貢献できるよう努めていきたいと思います。

報告者　佐渡ブロック　本間　葵
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・上越ブロック� 49名
・柏崎ブロック� 19名
・長岡ブロック� 42名
・県央ブロック� 28名
・魚沼ブロック� 28名

・下越ブロック� 32名
・新潟ブロック� 229名
・佐渡ブロック� 11名
・県外ブロック� 2名

会 員 の 動 き
会員数　440名（令和７年３月６日現在）

主 催　新潟県歯科衛生士会　魚沼ブロック
日 時　令和７年３月16日㈰　10時30分～14時00分
会 場　小千谷市「きっちんいぶき」
講 師　長岡市 ひまわり歯科　北澤　敦 先生
演 題　アップデート！　「歯科衛生士が知っておく

べきインプラントの基礎知識」
内 容
・インプラントの基本的な知識
・実際の症例
・外来と訪問におけるメンテナンス
・実習　上部構造に適したブラッシング角度、プロー
ブの挿入方法

参加者数　10名
感 想
今年度魚沼ブロックの研修会は、長岡市ひまわり歯

科理事長 北澤敦先生をお招きして、インプラント治療
についてご講演していただきました。当日は、魚沼ブ
ロックの会員と担当理事合わせて10名参加がありまし
た。インプラント治療が一般的になり約60年、外来診
療は勿論訪問先でもインプラントを埋入されている方
をケアすることも増えてきています。外来でも訪問で
もトラブルが起きないようプロフェッショナルケアを
行い、セルフケアの重要性をお伝えすることが大切で
あり、また、異常所見があればいち早く歯科医師に繋

ぐということが歯科衛生士の大切な役割です。そのた
めに基本的な知識は勿論、最新の情報をしっておかな
ければお伝えすることは困難であるということを学び
ました。今後も日々研鑽を積んでいきたいと思います。
貴重なご講演をいただいた北澤先生に感謝します。

報告者　魚沼ブロック　野上　しのぶ

魚沼ブロック　令和６年度研修会

障害や、対処法について分かりやすく解説していただ
いた。ブラキシズムは本人の自覚がない場合も多く、
改善のためには患者本人の理解と協力が必要というこ
とであった。
歯科医師よりも患者と関わる時間が長い歯科衛生士

が、ブラキシズムによる障害に気づく場合も多く、ま
た改善のための習癖指導や、リラクゼーショントレー
ニングはプラークコントロールと同様、歯科衛生士が

担当することが効果的であるというお話であった。
今回受講して、ブラキシズムに関する様々な場面で、
患者との関わりが深く、また歯科医師と情報を共有で
きる歯科衛生士の役割は非常に重要であると痛感し、
今後の業務に役立てていただけるとても有意義な研修
会であった。

報告者　新潟ブロック　高橋　奈緒子
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受付時間：9：00 ～ 17：00（土日祝日を除く）
TEL：03-5640-0233
FAX：03-3668-2790

　QRコードから
ジェルの選び方動画
　　 配信中
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0000017514- カリエスコントロール _180x265_1c

カリエ
スコントロールのための5つのレシピ，

▶AB判／136頁／カラー　
▶定価 3,960円（本体 3,600円＋税10％）　▶注文コード：390750

齲蝕の“削らない治療”を担う歯科衛生士のための

つのレシピ

カリエス
コントロール

伊藤直人　著

バイオフィルム
（歯磨き）

フッ化物 糖（飲食）
酸

ドライマウス
（唾液）

・ 齲蝕学（カリオロジー）は新たな時代の
幕開けを迎えています．齲蝕治療は感染
除去を目的とした「病変」に介入する時
代から，病変の「活動性」に着目し，齲
蝕をコントロールする（カリエスコント
ロール）時代へと大きく舵をきりました
（本書序文より）．

・ ルールが変われば，ゲームが変わる．ゲー
ムが変われば主役も変わります．歯科衛
生士が新時代の齲蝕の「削らない治療」
の主役になるために，本書でカリエスコ
ントロールを学びましょう！

詳しい内容は
二次元コードの
リンク先から！

を理解して，
齲蝕の“削らない治療”に取り組もう！

〒113-8612 東京都文京区本駒込1-7-10 
TEL03-5395-7630　FAX03-5395-7633　https://www.ishiyaku.co.jp/

Front


